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１．事業概要（１）

年 度 計画等

昭和４０年 ４月１３日 都市計画決定

平成１８年 ８月２２日 都市計画変更

平成１９年１１月２６日 事業認可取得

令和 ９年 ３月３１日 事業認可期間

［全体概要］

路線名:府中所沢線
区 間:府中市住吉町

～東村山市久米川町
延 ⾧:約13.6km

［今回評価区間］

区 間:府中市武蔵台三丁目
～国分寺市東戸倉二丁目

延 ⾧:２．５３ｋｍ
幅 員:３６～４３ｍ(４車線)
事業費:約５００億円

今回評価区間 Ｌ＝２．５３ｋｍ

府中所沢線
L=約13.6km

1



① ②

同一路線の沿道状況

今回評価区間周辺の概要

本区間の整備により、都市の骨格をなす幹線道
路ネットワークの形成、多摩地域における南北方向
のアクセス性の向上や、周辺道路の混雑緩和などの
整備効果が図られる。
また、自動車交通の分散による交通渋滞の緩和、
災害時の避難路や延焼遮断帯として地域の防災
性向上を図るほか、ゆとりある歩道・自転車走行空
間の整備や電線類の地中化により、安全で快適な
歩行空間を確保し、都市景観の向上が図られる。

１．事業概要（２）

２

（都立多摩総合医療センター付近） （西武線八坂駅から北側方向）

国立 国分寺

小平

JR中央線西国分寺

青梅街道

東八道路

今回評価区間

府中

東
村
山

凡 例
事業中（現道あり）
事業中（現道なし）
府中所沢線（完成・概成）
その他（完成・概成）
高速道路等
鉄道等



１．事業概要（３）

平 面 図

JR中央線オーバーパス部 西武国分寺線アンダーパス部

今回評価区間 Ｌ＝２．５３ｋｍ Ｗ＝３６～４３ｍ

H29.3 交通開放区間 L=1.1㎞

平面部 平面部

JR中央線

オーバーパス部

西武国分寺線

アンダーパス部 平面部

L=約３００m

W=３６～４１m

L=約４００m

W=４１m

L=約１．２ｋｍ

W=３６～４１m

L=約４００m

W=３６～４３m
L=約２００m

W=３６m

平面部（標準横断図）

横 断 図

縦 断 図

３

府中3・3・8区間

H17.4交通開放

都立多摩総合
医療センター



１．事業概要（４）

② ③①

H29.3 交通開放区間 L=1.1㎞

事業区間中間部付近起点側（府中市側） 西武線アンダーパス部

現況

前回
評価時

②①

４
都立多摩総合

医療センター

③



２．社会経済情勢の変化等

 本路線周辺の現況交通量
（H27年度）は、H22年度と比較
して横ばい。

3

2

1

５

東八道路

府中街道
交通センサス観測地点
H22年度 12,920（台/12ｈ）
H27年度 12,863（台/12ｈ）

今回評価区間

国立

新
小
金
井
街
道

国分寺
JR中央線

小平

東
村
山

凡 例
事業中（現道あり）
事業中（現道なし）
府中所沢線（完成・概成）
その他（完成・概成）
高速道路等
鉄道等

4

府中

東京都
施行

地区
着手
年度

用地 工事

①
東村山3・3・8

（久米川）
H27 61% 未実施

②
東村山3・3・8

（本町）
H25 87% 未実施

③ 小平3・2・8 H25 63% 未実施

④ 府中3・2・2の2 H23 97% 実施中

社会経済情勢の変化

関連する他事業等の進捗状況の変化



３．事業の投資効果（１）

定量的効果

現在価値化総便益 １,２６６．３ 億円

走行時間短縮便益 １,１９１．７ 億円

走行経費減少便益 ７０．３ 億円

交通事故減少便益 ４．３ 億円

【便益（Ｂ）の算定】

現在価値化総費用額 ７２５．９ 億円

工事費 ２１２．６ 億円

用地費 ４９２．９ 億円

維持管理費 ２０．４ 億円

【費用（Ｃ）の算定】

【費用便益比（Ｂ／Ｃ）の算定】

Ｂ／Ｃ ＝１．７ （前回 １．９）

※費用便益分析マニュアル（国土交通省 平成30年2月）に基づき分析

６



３．事業の投資効果（２）

３．社会経済情勢の変化

※該当欄の◎は次頁以降に概要あり

定性的効果

事項 該当

交通

交通渋滞の解消 〇

物資流動円滑化への寄与 〇

バスの定時性 〇

迂回交通の減少 ○

景観 都市景観の向上 ◎

防災

緊急車両の走行 ◎

延焼遮断 ○

災害時の避難路の確保 ◎

消防活動困難地域の解消

事項 該当

くらし

土地利用の転換・高度化 ◎

交通不便地域の解消 〇

商業・産業の活性化 〇

公共施設へのアクセス向上 ◎

安全

交通事故の減少 ○

バリアフリー化 ○

自転車や歩行者のための空
間確保

◎

その他

７



３．事業の投資効果（３）

＜景観＞ 都市景観の向上 ＜安全＞ 自転車や歩行者のための空間確保

８

■環境施設帯や電線共同溝を整備することにより、都市景観の向上や、自転車や歩行者の
ための空間創出が見込まれる。なお、環境施設帯の作り方については、地域住民の意見を聴
き、関係機関と協議しながら、検討を実施している。
環境施設帯検討会 H24.9～H25.3

【検討内容】
・ 環境施設帯のタイプ（緑地タイプ・副道タイプ）
・ 植樹帯、自転車走行空間及び歩道の配置パターン
・ 植樹する樹木の種類 など

シラカシ 司シルエット ハナミズキ ソヨゴ“ハラシマ”

サツキ オオムラサキ
ツツジ

マルバシャリンバイ

【環境施設帯の一般的な断面と役割】

【環境施設帯の整備タイプ】

ヒペリカム
ヒデコート

【選定した樹種】

■高木・中木

■低木

環境施設帯（緑地タイプ）



ま

３．事業の投資効果（４）

地区計画策定後の沿道利用(大規模小売店）

＜くらし＞ 土地利用の転換・高度化

■国分寺市が進めている沿道地域のまちづくりに寄与する。

９

沿道まちづくりの経緯

まちづくり計画の策定 H21.9

沿道まちづくりの目標となる基本理念、具体的な施策に

展開するため沿道のまちの将来像を設定

沿道まちづくり提言書の提出 H24.12

沿道まちづくり実施方針 H25.3

沿道の将来像とその将来像を実現するために必要な

ルールの考え方を整理し、市に提言

広域幹線道路に求められる機能とあわせ、沿道にふさわし

い土地利用を図るとともに周辺の自然環境と低層住宅地と

調和のとれた街並みを誘導する方針を策定

都市計画の決定・変更（H27.3）

【変更前】 【変更後】

用途地域 第一種低層住居
専用地域 第一種住居地域

高度地区 第1種高度地区 第2種高度地区

防火地域・
準防火地域

指定なし 準防火地域

地区計画の
決定

建築物等の用途制限:宿泊施設の立地
建築物の敷地面積の最低限度:110㎡
建築物等の高さ最高限度:20m（特例25m）



３．事業の投資効果（５）
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 今回事業区間が完成すると災害時の避難所（第五小学校、第九小学校、第一中学
校）までの避難路が確保される。

 多摩北部地域から都立多摩総合医療センター 等へのアクセス向上が期待される。
※救急医療、がん医療、周産期医療を中心として、高度・専門医療を実施している多摩地域における唯一の総合的な
医療機能を持つ都立病院

＜防災＞ 災害時の避難路の確保、緊急車両の走行
＜くらし＞ 公共施設へのアクセス向上

第一中学校

都立多摩総合
医療センター

今回評価区間

第五小学校

第九小学校

※



４．事業の進捗状況と見込み等

事業費の執行状況

用 地 費 工 事 費 合 計

全体事業費（百万円） 35,429（35,597） 14,867（14,379） 50,296（49,976）

執 行 済 額（百万円） 33,699（32,032） 13,166（9,660） 46,865（41,692）

執 行 率（％） 95.1（90.0） 88.6（67.2） 93.2（83.4）

用地取得状況

取得予定面積
（Ａ）

既取得面積
（Ｂ）

用地取得率
（Ｂ／Ａ）

84,060㎡ 83,571㎡（73,333㎡） 99.4%（87.2%）

（Ｒ２年度末時点 カッコ内は前回評価時点）

主な進捗

 未取得用地の取得推進及び、一部収用手続きに着手。
 事業区間の南側約１．１㎞をH29年3月に交通開放し、現在、事業区間の北側で西
武線との立体交差部工事、電線共同溝設置工事を実施。
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４．事業の進捗状況と見込み等

一定期間を要した背景等

 多くの地権者から事業への協力を円滑に得られたが、一部権利者の合意を得るにあたり
時間を要している。

残事業の取り組み及び進捗の見通し等

 未取得用地の早期更地化を目指し、折衝や収用手続きを進めている。
 収用手続き中の画地においては必要な事務手続きを円滑に行う等、各画地毎に必要な

事務・折衝を進め、工程に支障が生じないよう努める。
 引き続き、西武線との立体交差部工事を進めるとともに、街路築造工事、電線共同溝

設置工事などを進め、事業期間内での交通開放を目指していく。
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５．コスト縮減等

新工法、事業手法、施設規模等の見直しの可能性

 鉄道との立体交差部が２ヵ所あるが、南側については、既に整備済みである。残る北側の
立体交差部についても、既に施工中であることから、新工法、事業手法、施設規模等を見
直す可能性は極めて少ない。

 その他については、一般的な街路築造工事であるため、施工にあたって新工法の採用等に
よる見直しの可能性は極めて少ない。

コスト縮減の取組

 施工にあたっては、建設発生土の再利用や再生材の使用を行っていく。
 無電柱化にあたっては、東京都無電柱化計画（R3.6改定）を踏まえ、新材料等を積
極的に活用し、コスト縮減に取り組む。
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６．対応方針（原案）

（事業の必要性等に関する視点）
 本事業区間の整備により、都市の骨格をなす幹線道路ネットワークの形成、多摩地域にお
ける南北方向のアクセス性の向上や、周辺道路の混雑緩和などの整備効果が図られる。

 歩道を整備し、電線類を地中化することで、快適で安全な歩行空間が形成され、都市景観
の向上が図られるなど十分な効果が期待できる。

（事業の進捗の見込みの視点）
 未取得用地の早期更地化を目指し、収用手続き中の画地においては必要な事務手続きを
円滑に行う等、各画地毎に必要な事務・折衝を進め、工程に支障が生じないよう努める。

 引き続き、立体交差部の工事を進めるとともに、街路築造工事、電線共同溝設置工事など
を進め、事業期間内での交通開放を目指していく。

継 続 14

 中止の場合は、事業効果を発現できないだけでなく、これまでの投資に見合った整備効果も
得られなくなる。


